
 

 

2024 年９月 30日 

各  位 

太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 

 代 表 取 締 役 社 長   副 島  直 樹 

 

 

                          
 
 

Ｔ＆Ｄ保険グループの太陽生命保険株式会社（社長 副島直樹、以下「当社」）は、ＥＳＧ投資の一環

として、三井不動産株式会社への「サステナビリティ・リンク・ローン」（以下「ＳＬＬ」）を実行しま

したのでお知らせいたします。 
 
ＳＬＬは、借り手のＥＳＧ戦略に対して設定されたサステナビリティ・パフォーマンス目標（以下、

「ＳＰＴｓ」）の達成状況に応じて、金利条件等の貸付条件が変動する仕組みとなっており、持続可能な

社会の実現を推進するローン手法です。 
 
 本ＳＬＬは、三井不動産が2024年５月に策定したサステナビリティ・リンク・ファイナンスフレームワ

ークを活用した取組みです。本フレームワークは、ムーディーズ・ジャパンから、ローン・マーケット・

アソシエーション等が定めたＳＬＬ原則、環境省によるグリーンローンおよびＳＬＬガイドラインとの整

合性について第三者意見を取得しています。 

 

＜概要＞ 

発 行 体： 三井不動産株式会社 

実 行 日： 2024 年９月 30日 

ＳＰＴｓ： 借入人グループのＧＨＧ排出量（Ｓｃｏｐｅ１＋Ｓｃｏｐｅ２＋Ｓｃｏｐｅ３）が 

2030年度までに40％以上削減（2019年度比） 

インセンティブ：ＳＰＴ達成状況に応じた金利スプレッド優遇 

ＳＤＧｓ： 本ＳＬＬにおける同社ＳＰＴｓ達成を通じて、ＳＤＧｓの下記目標の達成に貢献します。  

 

 

 
 
 

 

当社は、2007年３月に日本の生命保険会社として初めて「責任投資原則（ＰＲＩ）」(※)に署名し、環

境（Ｅ）、社会（Ｓ）、企業統治（Ｇ）の課題に十分配慮し、持続可能な社会の実現に向けた資産運用

を行っています。今後とも、責任ある機関投資家として、「Ｔ＆Ｄ保険グループＥＳＧ投資方針」に基

づき、事業活動を通じて社会的課題の解決に貢献する取組みを進めてまいります。 

以 上 

 

 

 

 

太陽生命、「三井不動産株式会社」への 

「サステナビリティ・リンク・ローン」の実施について 

 太陽生命保険株式会社 広報部 

 東京都中央区日本橋２-７-１  

(※) 責任投資原則(PRI＝Principles for Responsible Investment)とは、2005年に当時の国連事務総長であったコフィー・アナン氏

が金融業界に対して提唱した原則です。投資の意思決定プロセスや株式所有方針の決定に際して、環境・社会・企業統治（ＥＳ

Ｇ）の課題を考慮し、受益者のために、より優れた長期的な投資効果と持続的な金融市場を実現していくための行動規範です。 


